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ファイル比較プログラム FCMPの使用について

藤村直美＊

l． はじめに

TSSの普及につれてテキストエディタを利用してソーステキストやデータを作成・編集する機会

が増えている。それに伴って、例えば、テキストエディタによって意図しない修正が行われたにもか

かわらずそれに気が付かないとか、同じようなテキストファイルが沢山できて、それらの異同が正確

にはわからないといったような種々の問題が発生する。

こうした状況を改善するために、二つの類似のテキストファイルを比較して、挿入・削除・修正と

いった関係を行単位で表示するソフトウェアツール FCMP(File CoMPare)を作成

し、九州大学や東京大学の大型計算機センターにおいて提供してきた[1、2]。その後FCMPに

ついて利用者から寄せられたいくつかの要望に基づいて、今回次のような機能改善を行い、情報処理

教育センターでも使用できるようにした。

① 旧FCMPではレコード長80バイトの固定長レコード形式 (FB)のデータセットしか比較で

きなかったが、新FCMPでは固定長または可変長レコード形式 (VB)で、任意のレコード長の

データセットを比較できる。ただし実際に比較するのは行番号などを除いて各レコードの先頭から

2 2 0バイトまでである。

② 新FCMPでは指定したデータセット名を結果に含めて表示する。旧FCMPでは比較するデータ

セット名が結果に含まれていなかったため、もともとよく似たデータセットを比較することもあっ

て、プリンタに出力した結果を後から確認するときなど、どちらがどちらかわからなくなり混乱す

ることがあった。

③ l日FCMPでは比較結果の前後に表示される同一の＇まとめ＇をすべて同じ出力先へ表示してい

たが、新FCMPでは最初の＇まとめ＇は必ず TSS端末へ表示し、比較結果と最後の＇まとめ＇

を一緒に指定された出力先へ表示する。これによって比較結果をプリンタヘ出力したときでもTS

＊情報処理毅育センター
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S端末で結果の概略を把握することができる。

④ 旧FCMPでは行番号の位置に無関係にレコードの最初の72バイトを比較の対象としていたが、

新FCMPでは行番号を除いて最高22 0バイトまでのテキストを比較する。そのため例えばCO

BOLプログラムで行を挿入・削除して行番号をつけ直しても、特別な配慮をせずに意味のある比

較を行うことができる。

⑤ 比較の結果は各レコードの内容に、データセットの先頭からの行数ではなく、実際にデータセッ

トの各レコードに付加されている行番号をつけて表示する。

2. ファイル比較プログラム

図l(a)に示すような6行からなるテキストファイル fi I e 1を考える。これを修正して図l(b）の

f i I e 2が得られたものとしよう。すなわち fi I e 1の2行目をYELLOWからGREENに

変更、 3行目と 4行目の間にWHITEを挿入したものである。こうしてできた fi I e 2をさらに

続けて更新すると同じようなファイルが沢山でき上がってしまう。この例のように、それぞれのファ

イルの行数が少ないときは人間の目で確かめることも可能である。しかし、数百行あるいは数千行か

らなる、意識的に変更した所だけ異なるとは限らない二つのファイルの異同を人間の目で確認するこ

とは不可能といってよいだろう。こうした仕事は計算機に任せる方が正確で速い。

00010 RED 00010 RED 
00020 YELLOW 00020 GREEN 

00030 BLUE 00030 BLUE 
00040 RED 00031 WHITE 
00050 BLACK 00040 RED 
00060 YELLOW 00050 BLACK 

00060 YELLOW 

(a) f i I e 1 (b）f I I e 2 

図l ファイル修正例

ファイル比較プログラムFCMPは入力部、比較部、出力部からなる。入力部は比較処理に備えて

対象となるテキストファイルを行単位でコード化する。比較部はその情報をもとにして、＇一意に等
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しい行＇、 ＇等しい行＇、 '等しくない行＇、 ’挿入された行'、 ＇削除された行＇の 5種類に分類

する。出力部は利用者が指定したパラメータにしたがって、比較の結果を編集して出力する (4種類

の出力形式が可能）。

前述の図lにおいて、 ＇一意に等しい行＇とは fi I e 1とfi I e 2に一行ずつあるBLUEと

BLACKの各行である。 これらの行はそれぞれのファイルにただ一行しかなく、しかも互いに等し

し‘oREDはfi I e 1とfi I e 2に各2行あり、 YELLOWはfi I e 1に2行、

に1行あるので＇等しい行＇である。 f i l e 2にはGREENとWHITEがあるが、
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にはない。行の関係を表示するために、まず最初に一意に等しい行の対応を、次に等しい行の対応を

とって並ぺてみると図2のようになる。 ここで中央の＝＝は左右の行が一意に等しいこと、空白は左

右の行が等しいが、一意には等しくないこと、＊ ＊は左右の行が等しくないこと、

行が挿入されていることを示している。

＞は fi I e 2ヘ

1
2
3
4
5
6
7
 

RED 
YELLOW 
BLUE 

RED 
BLACK 
YELLOW 

＊ ＊ 

＞
 

RED 
GREEN 
BLUE 
WHITE 
RED 
BLACK 
YELLOW 

等しい行

等しくない行

一意に等しい行

挿入された行

等しい行

一意に等しい行

等しい行

図2 f i 1 e 1とfi I e 2の異同

FCMPはパラメータの組合せによって4種類の出力形式を用意している。以下にパラメータの組

合せによる出力例を中心に結果の見方について述ぺる。

パラメータは、

D ：全ての行を出力する (Detail) 

S:一意に等しい行と等しい行とは出力しない (Simple)

N:幅の狭い出力装圏向 (Nar r ow) 

w：幅の広い出力装置向 (Wi de) 

の組合せである。以下の四つの例で比較の対象となる2つのファイルはすべて同じものを用いている。
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図3にパラメータ DWによる出力例を示す。左側のファイルを訂正・編集して右側のファイルが得

られたものとすると、図の中央の＝＝、空白、＊＊、＞は図2の説明で述ぺたのと同じ意味である。

くはその行が右のファイルでは削除されたこと（左のファイルヘ挿入されたこと）を示している。

'.＇はその行が 1行 (55字）に入りきらないので複数行に折り曲げて表示されていることを示し

ている。

t llf CO"PARE PROGRAM V-02 L-01 -850807- DAT< 09/0<18> 『IML I T : 96 : 58 

DSN I r (K r DSN2 T E 9 T 

00000010 • 11115 PROGR•M COMPUTES N PRIME NU阿BERS. •• 00000010 • 1111S PROGR•M COMPUIES ● PR I日［ ●u"8ERS. 
000000,0 • 
00000030 IN『EGER PRIME< 1000> 

0000004 0 LOG IC AL Sり
000000,0 葛
00000060 RfAO<S,10) N; 10 fORMAT<IS> 

00000070 I『< N < I & N > 1000) 

00000020 • 
" OOOOOOlO 

. .'  
> 000000ら〇鼻

DE F I NE (L IHI T、1000)

> 00000050 I●19GER PRIHE (L I"'『）
• • 00000060 LOG I LAL SW 
00000070 r 

• • 00000080 READ (5、10) N; 10 FORMAT<J5l 
" 00000090 If < N < 1 l N > LIMIT> 

HECK 

` ( 

# SIZE OF T●●L 

● INPUT DATA t 

00000080 

00000090 

¥ (00000100  

MR I TE (•、 20) N; 20 FORNAT<'INVALIO N (', I " 00000110 WRJTE(6、20) N; 20 『OR"̂ T(S̀ ,. ＂＂‘,uo. ('ヽ I
5,')') 6、'）')

00000 l 00 S JOP —• 00000120 STOP 

00000110 " 00000130 ¥l 

00000120 • 00000140 I 

00000130 PAI•f(ll • 2 , • • 00000150 
000001ヽ 0 NO • 1 
00000150 INDEX • 1 

00000160 """ • 1 
00000170 r 
00000180 
00000190 
OOOCG200 

00000210 
00000220 

00000230 
00000240 

00000250 
00000260 

00000270 
00000280 
00000290 

00000300 
00000310 
00000320 

00000330 
000003ヽ 0
00000350 

00000360 • 
00000370 

00000160 # 
REPEAT •• 00000170 
¥C 00000180 
NUM • NU門＊2 ..00000190 
IF CPRIMECINOEX> •• 2 <• NUM> INDEX •INOEX + 1 " 00000200 
SW •. TRUE. •• 00000210 
fOR (1 • 1 ; 1 <＝ I NOEX; 1 = 1 令 1> ..  00000220 
If CMOOCNUM, PRIMECI≫ =• 0) •• 00000230 
¥C..  00000240 
SW •. FALSE. •• 00000250 
●REAK •• 00000260 
）̀ •• 00000270 

If CSW> •• 00000280 
¥C..  00000290 
NO • NO + 1 • • 00000300 
PR!MECNO> = NUM • • 00000310 
｀＞零•00000320

¥> OOOOOHO 
UNTIL (NO >• N> •• 00000340 

00000350 肩
UR I TE (6, 30) （PR IME (1), 1 =1、N)； 30 FORMAT (5x、10110.. 00000360 

PR!阿E(1) ＝ 2; NO = 1; 1 "°EX • 1； ●u＂ • 1 ; 

REPEAT 
● ( 

●UM ＝ ●u＂ • 2 
If CPRl"UINDEX> •• 2 <• NU") I●DEX •INDEX + 1 
SW•.TRUE. 
FOR (I • t; I <• I●OEX; 1 • 1 • 1) 
If (MOD（●UM、PRINE(!)) •• 0) 
9 ( 

SW •.FALSE. 
BREAK 

" If (Sり）

" 

9《

NO ＝ ●〇令 1
PRIHE(NO) = NuM 
9) 

UNTIL (NO >• N) 

URI TE (6, 30) （PRI"E (1) 、 1•1 ヽ N) ; 30 90R"^ T (5x、10110

00000380 STOP •• 00000370 STOP 
00000390 I 00000380、
00000400 END •• 00000390 E●0 

••• FCMP SUMMARY REPORT ua  

DSH I = 40 L I NES. （EX̂ MPLE. TEXT (LEFT) 
DSN2 • 39 LINES. <EXAMPL-E. TEXT<R!GHT> 

E : 10; ＝ ： 25; • : 4; > ： 2；へ： 3； 

FCMP NORMAL E●D 

図3 バラメータ DWによる出力例

さらに具体的に説明する。左の行番号10の行（以後行10というように略す）と右の行10は一

意に等しい。左の行20と右の行20は等しいけれども、左の行20は左の行50、12 0、 ・・に

同一の行があり、右の行20は右の行40、行 70、・・に同一の行がある。従って一意に等しくは

ない。左の行30と右の行30は等しくない。右のレコードが長くて1行に入らないので次の行に継
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続して表示されている。右の行40と行50は挿入されている。 FCMPは行単位で等しいか否かを

判断するので、左の行30と右の行50がよく似ているというような対応付けは行わない。左の行l

3 0から行16 0の内容をまとめて右の行15 0にしたため、左の行13 0と右の行15 0は等しく

なく、左の行14 0から行16 0は削除されている。

パラメータ DWによる出力は2つのファイルが左右に分離され、全行出力されるので、ソースリヌ

トとしても十分役にたつ。ところで、この例ではソーステキストが約40行と少いので全行出力して

も負担にならないが、大きなテキストファイルでは全部の情報を出力するのは不経済であり、異なる

部分だけわかった方がむしろ都合がよいことの方が多い。そこで、一意に等しい行および等しい行を

出力しないようにしたのが図4に示すパラメータ SWによる出力例である。中央の記号の意味は同じ

であるが、一意に等しい行および等しい行は出力されていない。この2種類の行が何行あったかは出

カリストの最後に示される＇まとめ＇を見ればわかる。 Eは等しい行 (10行）、＝は一意に等しい

行 (23行）である。

f ILE COMPARE PROGRAM Y-Ol l-01 -050007- DATE 09/04/0S T"鴫E 1 1 : 37 : 29 

OSNI TOT OSH2 IOI 

00000030 INIEG<R PAI門9(1000) ヽ •00000030 OH  INE<LINIT, 1000> I SIZE Of 1^●L 
• • E 

> 000000ヽ 0、
> 00000050 INTEGER PRINE<LINI Tl 

If < N < l ● N > 1000) " 00000090 I f (N  < I I N > L I "1 1) ヽ INPUT o•T 鳥 C

HEC< 
00000070 

00000090 WR1Tf(6, 20) N; 20 FORMAT<'INVALID N <', I " 00000110 UR I IE (6、20) N; 20 fORMAT<5'、'INV負L(O N ('ヽI
5,.).) 

000001}0 PRIME<ll • 2 
00000140 NO • 1 
00000150 I●00  • I 
000001●0 NUM • 1 

••• FCMP SU""^●Y REPORT ••• 

OSNI ・ヽ0 LINES. (EXA"PLE. TEXT<LEFT) 
DS"2 = 39 LINES. （EX̂＂PLE. TEXT (RIGHT) 
E : 10; ＝ ： 23; • : 4 ; > : 2; < : 3; 

FCMP NORM●L END 

．． 
" 00000150 

< 
< 
≪ 

●、')'）

PR I HE (1) ＝ 2; NO = 1 ; I NOE X = 1 ; NuH = 1 ; 

図4 パラメータ SWによる出力例

パラメータWを指定したときの出力形式は幅が80憫のTSS端末には不向きである。そこで、 8

0憫に納まるようにしたのが、図5に示したパラメータDNによる出力例である。左側に表示されて

いる 2列の行番号の間の記号が図3で述ぺた記号と同じ意味を持っている。異なる行は左のファイル

を1行出力した後に右のファイルを1行出力する。図5ではテキストの違いのうちでも特に襦の移動
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や文字の習き換えがわかり易い。例えば、左の行70と右の行90は＇＆＇と'|'が一文字置き換

わっていること、右の行90に註釈が追加されていることがわかる。また、左の行90と右の行11 

0では空白の挿入・削除や文字の置き換えが行われていることがよくわかる。パラメータ DNでは出

力量が多過ぎることが多いので、図6に示すようにパラメータ SNを用いて異なる部分のみに出力を

限定することができる。

IILE COMPARE PROGRAM V-02 t.-01 -850807- DAT£ 09104185 T!HE 11,37,ss 

OSNl OSN2 TE>r 

00000010二00000010 # 

000000,0 000000,0 # 

000000,0, 

Tl<JS PROGRAM COMPUTES N PRINE ●UNBERS. 

-000000,0 

E 
>000000ヽ 0.

>00000050 

000000 ヽ 0•00000060

00000050 00000070、
00000060•00000080 
00000070• 

•00000090 
HECK 

INfEGER PRIMUIOOO) 

0[ f lNE (L I M I r、1000)

I N r EGER PR I ME (l l"I T) 
LOGICAL SW 

RE●0(5ヽ 10) N; 10 FORM●r (1 5) 
l F (N  < 1 & N > 1000) 
If < N < 1 I N > LIMIT) 

9 ( 

9 S l l[ OF T●●L 

M INPUT D●T̂  c 

00000080 00000100 

00000090• WRITE(6、20) •; 20 fORĤ T (• INV̂ L IO N (・、 1
S、'）'）

•00000110 WR!TE<6,20》 N; 20 FORM●T (5X,'I●V●LIO N <',I 
6,.).) 

00000100•00000120 STOP 

00000110 00000130 ¥l 
00000120 00000140 # 

00000130• 
•00000150 

00000140< 

00000150< 

PR IHE (1) ＝ 2 
PR I"E (1) • 2; NO = 1 ; INOEX • 1 ; Nu" ＝ 1; 
NO • I 
I NOEX = 1 

00000160< NUM = 1 

00000170 00000160、
00000180=00000170 REPEAT 

00000190 00000180 ¥C 

00000200=00000190 NUM • NUM + 2 
00000210=00000200 IF <PRl•ECINOEX) •• 2 <• NU") INDEX •INOEX + 1 
00000220=00000210 SW •. TRUE. 
000002'0=00000220 FOR Cl = 1; I <= INOEX; I • I + 1l 
00000240=000002lO IF （門00(NU•, PR l"E< I)) •• Ol 
00000250=000002ヽ 0 " 
000002●0=00000250 SW =.  FALSE. 

00000270=000002●0 BREAK 

00000280•00000270 ¥l 
00000290•00000280 IF (SW) 
00000100零00000290 ¥C 

OOOOOllO=OOOOOlOO NO = NO + 1 
OOOOOl20•00000llO PRIME<NO> • NUM 
00000ll0=00000l20 ¥l 
000001ヽ 0 OOOOOllO ¥l 
00000l50=00000l40 UNTIL (NO >• N) 
000001●0 00000'50 鼻

00000l70=00000l60 WR ITE<6, lOl <PR 1•E< ll 、 1•1,Nl; lO FORMATC5Xヽ 10110

． ）  

00000l80=00000l70 STOP 

00000'90 00000180 • 
00000ヽ 00•00000'90 END 

... fC"P'""""RY REPORT... 

OSNl •ヽ0 LINES. <EXA阿PLE.TEXT(LEFTl 

OSN2 • 39 LINES. <EXAMPLE. TEXT<RIGHT> 

E : 10; = ： 23; • : L; ＞ ： 2; ＜： 3; 

FCMP NORMAL ENO 

図5 パラメータDNによる出力例
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3. 使用方法

f ILE COMP●AE PRO6R•" V-02 l -0 1 -850807 - 0A r9 09/0& / 85 T I"'1 1 : 38 : 20 

DS●t DS●2 ""  
00000030• INTEGER PRJME<tOOOl 

•00000030 OEFINE!LIMI!ヽ 1000)

. '  
>00000040 I 

>OOOOOOSO I●TEGER PR ""~ （L IMI I) 
00000070• IF (N  < l & N > 1000) 

•00000090 Jf (N  < 1 I N > LIHII) 
HECK 

● SJZE OF T^●L 

• i●PUT 0●T● C 

00000090• 

•00000110 

00000130• 

UR I T E (6、20) N; 20 FORM • T(• I●VALID ●《', 1 

5 、•,．）

UR I T E (6、201 N; 20 FORM●T (5x、’1●V●LIO ● ('ヽ l

•00000\SO 
00000140< 
00000150< 
00000160< 

•、')＇）
PR I"E (1) ＝ 2 
PR IHE (1) ＝ 2; 
NO • I 
INOEK • I 
NU" = I 

"'FCMP SUMMARY REPORT •" 

DSN1 零ヽ0 LINES. 《EXAMPLE.TEXT<LEFT》
DSN2 = 39 LINES. <EXAMPLE. TEXT<RIGHT) 

NO = 1 ; 1 NDE X = 1 ; NuH = 1 ; 

E : 10; = ： 23; • : 4 ; ＞ ： 2; ＜ ： 3; 

FCMP NORMAL END 

図6 バラメータ SNによる出力例

3. 1 F CMPコマンド

(1) 機能

よく似た二つのテキストファイルを比較し、挿入・削除・修正などの関係をレコード単位で表示す

る。

(2) コマンド形式

コマンド名 才 ペ ラ ン ド

FCMP DSNl DSN2 [PARM（且旦 ISW I D N I DW) ] 

[Sy（主 IO) J 

オペランドの説明

DSNl 

DSN2 

PARM 

比較したいテキストファイルを指定する。比較結果の左のファイルとなる。

比較したいテキストファイルを指定する。比較結果の右のファイルとなる。

比較結果の出力形式を指定する。パラメータの組合わせとしては、 SN、SW、DN、
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DWの4つがある。パラメータの意味については第2節を参照されたい。特に指定しな

いと SN（晟も闇潔な出力形式）を指定したものとみなす。

SY 結果の出力先を指定する。特に指定しないと＇＊＇を指定したものとみなし、 TSS

日本語ラインプリンタに結果を出力したいときは、出カクラス

3. 2 

① 

端末に結果を表示する。

0を指定する。

使用例

最も簡単な形式（パラメータ SN)でTSS端末へ結果を表示する。

READY 

FCMP EXAMPLE. TEXT CLEFT> EXAMPLE. TEXT (RIGHT> 

*** FCMP SUMMARY REPORT *** 

DSN1 = 
OSN2 = 

E: 10; 

FILE COMPARE PROGRAM 

DSN1 

00000030• 
•00000030 

>00000040 

>00000050 
00000070• 

*00000090 
HECK 

00000090* 

*** 

DSNl = 

DSN2 = 

E: 10; 

40 

39 

LINES. 
LINES. 

23; 

DSN2 

(EXAMPLE. TEXT CLEFT) 

(EXAMPLE.TEXT<RIGHT) 

＊ ： 

TEXT 

E

#

 

V-02 L-01 

） 

PRIME Cl) 
PRIME(l) 

NO= 1 

INDEX= 1 

NUM = 1 

. 5,') 
•00000110 

6,')' ． 
00000130* 

*00000150 
00000140< 

00000150< 
00000160< 

FCMP SUMMARY REPORT 

0

9

 

4

3

 

LINES. 

LINES. 

23; 

FCMP NORMAL END 

KQCOSSOI ENTRY <A> 
KQCOSSOI ENTRY CA) 

READY 

* : 

4; 

4; 

>: 

＊ ＊ ＊ 

>: 

JX12345.@ZYXL 
JX12345.@ZYXR 

2; ＜ ： 

-850807-

WRITEC6, 20) 
） 

WRITEC6,20) 

., 
2

2

 

―――― 

N; 

3; 

INTEGER PRIME(1000) 

DEFINE <LIMIT 11000) 

N; 

DATE 09/04/85 

INTEGER PRIME(LIMIT) 
IF (N  < 1 & N > 1000) 

IF < N < 1 I N > LIMIT) 

20 

20 FORMATCSX,' 

NO= 1; 

FORMAT( 

INDEX= 1; 

TIME 09:14:18 

＃
 
SIZE OF TABL 

＃
 
INPUT DATA C 

INVALID N 

INVALID N 

NUM 

(', ー

(', I 

1; 

(EXAMPLE. TEXT CLEFT> 
(EXAMPLE.TEXT(RIGHT) 

2; く： 3; 

DELETED 

DELETED 
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② 詳細な出力形式（パラメータ DW)で日本語ラインプリンタ（出カクラス0)へ結果を出力する。

READY 
FCMP EXAMPLE.TEXT(LEFT) EXAMPLE.TEXT<RIGHT) PARM<DW) SY(Q) 

*** FCMP SUMMARY REPORT *** 

DSN1 = 40 LINES. (EXAMPLE.TEXT<LEFT> 
DSN2 = 39 LINES. (EXAMPLE. TEXT(RIGHT> 

E: 10; =: 23; *: 4; >: 2; <: 3; 

KQCOSSOI ENTRY CA) JX12345.@ZYXL DELETED 
KQCOSSOI ENTRY (A) JX12345.@ZYXR DELETED 
READY 

3. 3 使用上の注意

① 比較の対象となるファイルのレコード数は各々 99 9 8以下でなければならない。

② 比較の対象となるファイルのレコード形式は、固定長 (FB)と可変長 (VB)のどちらでもよ

し‘
゜

③ 各レコードの行番号を除いた22 0バイトまでが比較の対象となる。

④ テキストが1行 (55字）に入り切らないときは、次の行へ続けて表示される。その場合は比較

の結果を示す襴に'•’が付加される。

⑤ 幅の広いTSS端末にパラメータWを指定して出力するときは、 TERMINALコマンドでL

INESIZEを13 3以上に変更する必要がある。

⑥ FCMPは本来よく似たテキストファイルを比較することを前提としているので、全く異なるニ

つのファイルを比較すると、 CPU時間を極端に多く必要とする。
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